
授業展開例（理科） 

 
 
１ 校種・学年 小学校 第６学年 
 
２ 単元名 「人や動物の体」 
 
３ 単元について 
 ○単元観 
 人や動物の体には，生命維持のために呼吸，消化，吸収，排泄の働きが備わっている。本

単元は，呼気と吸気を比べる活動，口の中でのでんぷんの変化を調べる活動，心拍や脈拍を

調べる活動など，知識として知っていることを，体験を通して確認する活動によって，体の

各器官の仕組みや働きについて理解を深める学習である。この学習を通じて，人間や動物の

体のつくりについて多面的に追究する力を高めたり，その巧みさと不思議さに対する関心を

高めていきたい。そして，このことは，生命を尊重する態度の基盤となると考える。 

 ○児童観 〈省略〉 

 ○指導観 

 ５・６年の児童は，第二次性徴が始まるころで，体の変化も大きく，自分の体について関

心をもっている時期である。いろいろな器官が，生命維持のために機能していることはだい

たい理解ができているが，様々な器官が相互に関連し合って働いていることについては理解

が十分ではない。 
 指導に当たっては，呼気と吸気の関係を石灰水や気体検知管を使って調べたり，唾液を使

った消化実験や聴診器で鼓動を調べたりするなど，自分の体を使いながら体験的に学ばせ，

体の働き（生命）を実感させたい。 
４ 単元の目標 

 ○ 生物の体のつくりと働き及び生物と環境とを関係付けながら調べ，見いだした問題を多面

的に追究する活動を通して，生命を尊重する態度を育てるとともに，生物の体の働き及び生

物と環境とのかかわりについての見方や考え方を養う。 
 
 ○人権教育の視点 

  【自他の理解と尊重】 

    実験や観察場面において児童が互いの気づきや考えを交流するなど，関わり合いを大切

にすることにより，自他を尊重する態度を育てる。 

  【生命尊重】 

    人や動物の体のつくりや働きに生命の巧みさを感じ取り，生命を大切にしようとする態度

を育てる。 

 

  【人権教育で育てたい資質・能力】 

（ア）問題の解決に主体的に関わろうとする態度 

（イ）物事を多面的に考える力 

（ウ）物事を客観的に正しく見る力 

（エ）自分や他者のよさを見つける感性 



５ 評価規準 
自然事象への 
関心・意欲・態度 

科学的な思考 
観察・実験の 
技能・表現 

自然事象についての 
知識・理解 

①人や動物の体に興

味・関心をもち，体

の内部のつくりや働

きを進んで調べよう

としている。 

②人や魚などの呼吸と

肺やえらの働きを関

係付けて考えてい

る。 

③口・胃・腸などのつ

くりと消化・吸収・

排泄の仕組みを関係

付けて考えている。 

④血液の流れる仕組み

や働きを呼吸や消

化・吸収の仕組みと

関係付けて考えてい

る。 

⑤呼吸の働きを石灰水

や気体検知管などを

用いて調べ，ノート

にまとめている。 

⑥消化の働きについ

て，実験をしたり，

資料を探したりして

調べている。 

⑦血液の流れる仕組み

や働きについて，観

察をしたり，資料を

探したりして調べて

いる。 

⑧動物は，呼吸により体

内に酸素を取り入れ，

体外に二酸化炭素を出

していることを理解し

ている。 

⑨食べ物は，口，胃，腸

などを通る間に消化・

吸収され，吸収されな

かった物は排泄される

ことを理解している。

⑩血液は，心臓の働きで

全身を巡り，養分，酸

素，二酸化炭素などを

運んでいることを理解

している。 

 
６ 指導計画と評価 （全１１時間  本時 ８ ／１１ ） 

評価 

次 学習内容（時数） 
関 思 技 知

評価規準 
☆人権教育で育てたい 
 資質・能力 

評価方法

○人や動物が生きていくた
めに必要なことを話し合
おう。(１) 

・わたしたちが生きていく
ために必要なことはどん
なことか考える。 

・吸い込んだ空気はどうな
るか予想する。 

・食べ物は口から入った後
どうなるのか予想する。 

 
 
 
○

   ①人や動物の体に興味・
関心をもち，体の内部の
つくりや働きを進んで調
べようとしている。 
☆（ア） 

行動観察
ノート 

○呼吸の働きを調べよう。
(１) 

・呼気と吸気は同じかどう
か調べる方法を考える。 

・吐き出す空気は，二酸化
炭素が多く，酸素が少な
くなっていることに気付
く。 

   
 
○

  
 
⑤呼吸の働きを石灰水や
気体検知管などを用いて
調べ，ノートにまとめて
いる。 
☆（ウ） 

行動観察
ノート 

第
一
次 

呼
吸
の
働
き
を
調
べ
よ
う ○肺のつくりを調べよう。

(２) 
・人と動物の呼吸の仕方に
ついて調べる。 

・うさぎや犬，鳥の呼吸を
調べる。 

・魚の呼吸を調べる。 

  
 
○

  
 
 
 
○

②人や魚などの呼吸と肺
やえらの働きを関係付け
て考えている。 
☆（イ） 
⑧動物は呼吸により体内
に酸素を取り入れ，体外
に二酸化炭素を出してい
ることを理解している。 
☆（イ） 

発言 
ノート 



 
○だ液のはたらきを調べよ
う。(１) 

・つぶしたご飯と唾液を混
ぜたご飯のヨウ素液反応
を比べる。 

・唾液によってでんぷんが
変化したことに気付く。 

   
 
○

  
 
⑥消化の働きについて，
実験をしたり，資料を探
したりして調べている。 
☆（ウ） 

行動観察

第
二
次 

消
化
の
働
き
を
調
べ
よ
う 

○消化・吸収の仕組みをま
とめよう。(２) 

・口から先，食べ物はどの
ような器官を通るか調べ
る。 

・口→胃→小腸→大腸→肛
門のそれぞれの働きを調
べる。 

・映像で見て確かめる。 
・他の動物（ニワトリ，ウ
シなど）の消化の仕方を
調べる。 

 

  
 
○

  
 
 
 
 
○

③口・胃・腸などのつく
りと消化・吸収・排泄の
仕組みを関係付けて考え
ている。 
☆（イ） 
 
⑨食べ物は，口，胃，腸
などを通る間に消化・吸
収され，吸収されなかっ
た物は排泄されることを
理解している。 
☆（エ） 

発言 
ノート 

 
○血管や脈拍の様子を調べ
よう。(１) 

・体の中で脈が感じられる
ところを探す。 

・脈拍や心臓の音の様子を
調べる。 

・メダカの尾ひれで血液の
流れを確かめる。 

【本時】 

 
 
○

   ①血液の流れる仕組みや
働きに関心をもち，自分
の体を使って調べようと
している。 
☆（ア） 
⑦血液の流れる仕組みや
働きについて，観察をし
たり，資料を探したりし
て調べている。 
☆（ウ） 
 

行動観察
ワークシ
ート 

○血液の通り道を調べ，血
液の流れと働きをまとめ
よう。(２) 

・心臓を出発点にしたり，
小腸を出発点にしたりし
て血液の流れを調べる。 

・映像を見て血液の働きに
ついて確かめる。 

・調べたことをまとめる。 

   
 
 
○

 
 
 
 
 
 
○

⑩血液は，心臓の働きで
全身を巡り，養分，酸
素，二酸化炭素などを運
んでいることを理解して
いる。 
☆（エ） 

発言 
ノート 

第
三
次 
血
液
の
働
き
を
調
べ
よ
う 

○学習のまとめをしよう。
(１) 

・人と動物の体についてま
とめる。 

・呼吸，消化・吸収，血液
循環の働きを関係付けて
まとめる。 

  
 
○

  ④血液の流れる仕組みや
働きを呼吸や消化・吸収
の仕組みと関係付けて考
えている。 
☆（イ） 

発言 
ノート 

 
７ 本時の学習 
（１）本時の目標 
○ 血液が体の中を巡っていることに興味をもち，自分の体の血管や脈拍の様子について

意欲的に調べることができる。 
 【人権教育で育てたい資質・能力】 

 （ア）問題の解決に主体的に関わろうとする態度。 



（２）観点別評価規準 
  ○ 人や動物の体に興味・関心をもち，体の内部のつくりや働きを進んで調べようとして

いる。（自然事象への関心・意欲・態度） 
 
（３）準備物 

聴診器，ストップウオッチ，鏡，メダカ，顕微鏡，ワークシート，掲示図 
 
（４）学習の展開 

学習活動 指導上の留意事項 評価規準 評価 
方法 

１ 血液について知っていることを
出し合う。 

 ・血液は酸素や，養分などを運ん 
でいる。 

 ・血液は心臓から全身へ送られ 
る。 

 ・血液型がある。 
 
２ 本時の学習課題を知る。 
 
 
 
３ 観察して確かめる。 
・自分の体を調べ，血管が見える 
ところを探す。 

・体のいろいろな部分で脈の感じ 
取れるところを探す。 

 
・心臓の音を聴診器で聞いてみ
る。 

 
 
 
・３０秒間で何回脈と鼓動を打っ
ているか数える。 

・２０回ジャンプした後の心拍数
と脈拍数を比べる。 

 
４ ワークシートに記入したことを
交流する。 

 
 
５ まとめる。 
 
 
 
 
 
 
６ メダカの尾びれの血液の流れを 
顕微鏡で確かめる。 

 
７ 振り返りをノートに書く。 
 
８ 次時の予告を聞く。 
 

・自分の考えを自由に発言さ 
せる。 
・けがをしたときのことを想
起させ，どこをけがしても
血がでることから，血液や
その流れについて関心をも
たせる。 

 
 
 
 
 
・人体略図に印をつけて，脈
が感じられるところを記入
させる。 
・手首，首，こめかみなどで
調べさせる。 
 
・どの場所も規則正しく同じ
リズムで脈を打っているこ
とに気付かせる。 
・聴診器の扱い方について指
導する。 
・できれば友だちの心音も聞
かせる。 
・友だちと協力して観察・実
験し，ワークシートに記入
させる。 
・心拍数と脈の数を比べさ
せ，脈は心臓の鼓動に合わ
せて打っていることに気付
かせる。 
・観察から分かったことをま
とめさせる。 
 
 
 
 
 
・顕微鏡でメダカの尾びれの
血管の様子を観察させ，人
の血液の流れと重ねて考え
させる。 
・血液の働きと循環のしくみ
について学習することを知
らせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・血液の流
れる仕組
みや働き
に関心を
もち，自
分の体で
調べてい
る 。 ( 関
心･意欲･
態度) 
☆（ア） 

活 動 の
様子 
 
発言 

 

血管や脈拍の様子を調べよう。 

心臓や脈は規則正しく動いて

いる。血の流れは，脈拍とな

って感じ取ることができる。 


